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フィンランドとスイス

渡辺 光r

　直奏・スウェーデンなど鷹硬五か詞共催の下に、国際地理二会譲が開か菰．

私もエ学葺＆ワでヨーロツペの‡を踏んだ。

　富め旧邸郷・イ例ア・ワラセス、イ物スーぐイツなどの掴に嚇

μてbた濡れて二のたび蹴しろ姻に多くの瞬陣した・鯨ら
：の中力、らう藻題の二固．を選び、　ξ看象の一端を：穿きつマって6衣ようσh

　フィンランド

　潤本人が国隈会議に出席した場合に、ほとんど’異｝コ、周畜｝二叫ぶ二，とは：、そ

の語単力の不疋についてのなゲきである．窒裏、われわれば78年：も外因藷

論いながら、犬部分は読む乙とがやっととし・うよ鷲ありさまである．二

の状態越心寄外入と接する艇・会が多くなったにもかかわらず、あ：まり改著さ

れて噛いると1ま思われ尊い。その寒蘭に欺敏育法の不備にある力阪．民蘇縛資質

ヒによみかいずれかであろうが、フ’インランド江迎て少しぐ思いあ’たるところ

忌引、；あった．ような気。ズする。

　二面を嬉して舵たこと厭こ禰の人効会話能力が二つの画幅『ζ
：翼なったグループに分か耽ているといゴこと酉あるゆ一つのグルー：7。ぼ、黄、

独のしげれかま匂まその一つがき鋤て三三なグループで劾、しほ一つは

麟人よりば少し燧看な濯褒勿5レーフσぐあみ泓の交渉の鐘興縫勧て振ら
れていたのでこ断定的なごとばいえないが、前看に：姦するものぱスウェーデ

ン系で、穣者に、蛋する毛のはブイン兼のものである。

　フィンランド1まそめノニタミ的背景かまう’、：ニーの両三が帯：存し・三図語が共に：公

用語になクている。ま・た、スウェーヂゾ藷が面欧系であるめに対し一ζ，ア巧

ごン語がハンガリ｛藷と共に語系を翼にするものであるて∫と1もいうまでもな｛1、

　フィン三三その地理的位置からも・・三三のぎ語から夢く影響されたであろ

ケし、章語などぱ外来語の形で茶畑的の右めが多し切㌧ら、ヨ本人が面擦霧厨’

鮮ぶよりは、ずっと条件がよいはすである・．そ三田に右かかわうず．語系の穆

i翼からくる三三語の挙：習の因誰性ば、賃：記入ぼどで旧い、にしてもきわめて大

肇いものがあるようである。・われわれの三三力の不ナ分な二とが＼涛して教

貿法などの禾衛によるものでないことを纒課したこと：は、いささかあきらめ
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に似たこと｝剛臆る帆なぐさめ強た財である・どう鵬即下岡釣
の頭髄の働養とぱ、劉の能力であると共に．系統窪異にする二つのことばを

マスターすること底五＋蹴勤よう三才は別として諮人1鱒繭能
に」塗－．匂ように思われる．ち魯ξ孜に西象入相互の面では・2年下め下平で・面野

鳥の外回語のふつうめ読書、会話の能力1：ま．蓑得できるとのことである・

　スイス

戦鍛ス杁燃凶依いで三人の・1こたびたびのぼる敵あり・多く
の印象記そ碗記して細されている因であ6・．しかレ岬蜘てξまかなりニ「

の国1乙づいて幻想的の像をえ斜｛てし1勿、屍突講威の重要な要素を墜して

いる入が多いようであるから、これらの蕉につUて少し述：べてみよう。

　ス孫が乎二二沼代須紅模麟の国であり、鰍が平撫斜脚常な
る黎意藪もつと興に、産禁ぱ票え、文化ぱ進み、三門の生活律良右下副ロツ

ペの謡言っても縮磁えら稲二と民よく紹介下れているところであ

り、決してまちがいで購い．そして一稼劇鮎その繁栄の因ってきたるゆ・

え初ものを、二度にわ鰍大物戦禍生めかれたことや、そこに尽す
る猛三山嚢と1観光崇窓どの経済活動に二儒している、　しかしこれだけでば入イ

スの継｝欝える翻鯨凶のき働硬婁姻紘ぬかし御翫その警
めつば金融業そあ旦伽一つば旺盛な海タ瀬資であ傷ス・でスの永世甲

姻としての鞠の鰭に観ては世界の各回珍深い額が隠せられてお
ウ、その鋤1二海外から入イスの保険旧註近｝よ多額の保険がかけられてい

ると共．撫銀行に対しても豫金をする看がきわめて多い・半群のような安野

した盛貨を回った瀦で・も、その窮鶴績級’の看・もスイスの振険会社と契約し・

銀：行二’二3頁金をしている。このようにして麦三門された＝預蚕i・ぱ＼スイスの企蒙と

↓瓜そ，の待．つ蟷、技術勧と掬二、ダ囑1ゴラントなどの形で獺8L・

濯鍛れる。そしてそれら敦通しての刊益ノ7珠イスの国礫収入の六酪部分

をi鋳証しているのであ’る。

　かくて、スイスの昌栄の蒐擁の原因は、せ界が：この麗に回せていると二う

め萬療’傷用、すなわちヒ翠釦ユで．ある。平釦二そばスイスの；痔つもっと毛葺

大にして貴鄭る雛であるというニと力喫舗のである・ス杁の国ゆ
その娠持に．対して異’落な教鮫を：もつの、ぱ当然であ’る・

　しかし、ス遅ス正忌、平獅、一’片の一方的髪や、他圏振存の糸細

面｝鉱って守点せる禰で勧二とを強く鋸勧てし1．勾そ縄ヨ戸ロ

ツパの晶晶加賀き地謡耀｝二戯く脇乱郷塑のあ鮒｝憾
脅して1｝るからである．ごのことは誕属皆兵回申4百行人の入口をもってし
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k50万の夙兵を蒜動それの憶えざる函糠によって防鋳力心知二・気惚苓し

ている・二とによつ，てもうかがう、ことができるのであって：、牽心事蒙に．ついて：

1も見るぺ窪ちのがあること：はわが霞に毛知られているとおりであ糸・　　　、』

　また水力璽：気の寒冷iにあた。・ても、た感ず闘肪を：念頭に．おいてし、る：二ζは

わ力継て購えられなし雌どである・．・伽3茎葉スイスと・漁れま解和

将家の代表国とみなさ、れ．ているスウ工詠デツの勉饗孝老’と共に身幅憶断タ罫ム

1鉾碗融蜆敵た縦働からなぜに二のよう罐灘鰍加計
1る’笏たっ・て盤領丈の見地から・捲璽擁薄層三っていかな（切かとしウ

玉璽を受け仁、麗1二『このたび両国に行ってみ、ると、’、発電称ぱ魚灯の中江かく

測れるか、イす近：ピ薩当な山地があれ．ぱ、そめ中に薙叡さ：れ適いる二とを観禦

・する：二とがで養た。

一二のような乎：如あ保持に：対する烈々たる熱煮の綴；集によ．つく二そ、列強に、

：か二まれた・ヤ享麟飽菰．置にあ1 閧ﾈが『ら、一よく：平年三家としての厳誉を：守り養

す：二とがで毒たのである。そして守1）鍔た平和三三に弓丈と麗：臣民直壕の轍1

譲から守りぬいただげでばない・。それば貴重なる国家酋資金として三極釣に『

・筒越の楽宗の，碁盤，ともなつ廷ので回る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザや　　　　　　採『　点＼・’∫’・一∵1　噛欝欝し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　松井　勇

　・ダィシキュウサイテンタノムーブン」．一ゆまで融く滅簾

葱の健従であろ。．ある大仁の才一文厚部か、ら電動でせき立てられ℃どうや

ち採薫の蓑i早早・果’ ｵたゲ毎年のことな，がら、・多・メk数のクラスぱ、　つい〃：）びの

序びだなりか「ちで、受れ．だげ報一転を：すま：せたあとば、一寸婁荷をおろ＝した気分、

愚なる。ざて、　というわけでもないが、’．かねがねこれ毛，うるさくとく促盛

ノ牡てし）た二の維．文麓書きはじめた漫才である・

　賑粕ヲ鶉線．すでに30聯近㍍答寒を評・喧して晦聴欝る住’事をし

．てきたか、一ご向にその直のベテラン｝二はなれそうもない。参βもある大乱の

施勘赦一分置の蓄醗し）（…恥駆まい滋とであ嘘・．砿
「，リもまず哩譜の程叢がよくつかめて、その上で規やすい1司題などは・実際1：二

・は中ぐつ．くれないものである。おのつから多メ、数の湯！合には、らくにみられ

て、護ξ）つけやすいようなもの遊出賦する二とにな攻守解の程度の方は1

乏かく紬さ吻二即がちである．それで無いの｝ま力晴画柚力・って・き．

llめられた臼ま容にみるのは褐がおれるゆ
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